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人と人とのつながりを大切に、
皆が笑顔で暮らせる街へ！

〒411-0906 清水町八幡１９５－２
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Mail : m-naomi＠will-web.com
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松下なおみ
清水町議会議員

指定する期間：令和7年4月1日から令和12年3月31日
福祉センター：清水町社会福祉協議会
温水プール：シンコースポーツ・静岡ビル保全共同事業体

体育館・総合運動公園・野球場・外原テニスコート：清水町
スポーツ協会・ミズノグループ

令和６年第４回定例会
個人番号の利用及び特定個人情報提供に関する条例改正の他、
一般会計補正予算や公の施設の指定管理者の指定等１２議案が
提出され、慎重に審議し全て承認しました。

泉 の 風

通 信

12月1日から不在となっていた教育長について、清水

中学校、南中学校教諭、教育委員会学校教育課課
長補佐兼指導主事、長泉中学校校長、駿東地区校
長会事務局長等を歴任した杉田暁彦氏を任命するこ
とに同意しました。

自治体ＤＸの取組の進捗状況について一般質問を行いました

国は、スマートフォン等で手続が完結することを目指
し、自治体の行政手続をオンライン化する取組を進
めています。マイナンバーカードの利用を含む行政
手続のオンライン化を進めることで、自治体の行政
手続効率化と国民の利便性向上を図っています。町
民の利便性向上につながる自治体ＤＸの取組の進
捗状況質問しました。

Ｑ 町民から要望が多い文化・スポーツ施設の利用
予約、粗大ゴミ搬入予約の申請がある。近隣市町で
はほとんどが導入しているが、町の導入に向けた対
応状況は。

Ａ 各種公共施設のオンライン利用予約については、
現在導入に向けた検討を進めている。

粗大ごみについては、一般住宅に接した限りある場
所での業務であるため、受付時に品目や概ねの量を
聞き取った上で、受入れの時間帯等を調整する必要
があることから、現在、電子申請の導入の予定はな
い。

Ｑ 社会全体に広くキャッシュレスが認知される中、
公共施設や自治体窓口においてもキャッシュレス
決済の利用を望む声が多く寄せられている。窓口
での電子決済の導入予定はあるのか。

Ａ いくつかの事業者との打合せをし、コストや運用
に必要な機器の選定、導入時期等について検討を
行っているところ。

町では２０２４年１０月から、
町立２保育所で給食費の
キャッシュレス決済を開始し
ました。子育て世代への
サービス向上と保育士の事
務負担軽減を図る目的です。
２０２５年度以降、延長保育
や一時保育、町立幼稚園の
預かり保育料へのキャッ
シュレス決済拡大を検討し
ています。

教育長の任命体育施設・福祉センター指定管理者

新しい年の幕開け、皆様も健やかにお迎えのことと存じます。

今年は蛇年ですね。蛇にまつわることわざに、「蛇は一寸にして人を呑む」という言葉があります。これは、小さ
な蛇であっても油断すれば人を飲み込むほどの力を持つ、という意味です。つまり、どんなに小さな存在や変化
でも、それを軽視してはいけないという教えです。日々の生活の中で、「こんな些細なことは大したことない」と思
いがちな小さな工夫や行動が、実は後々大きな成果につながることがあります。今年は、そうした「一寸の力」を
意識して積み重ねていきたいと思います。皆さんのご協力をいただきながら、一緒に素晴らしい一年にしていけ
ることを楽しみにしています。どうぞよろしくお願いいたします。

https://www.naomimatsusita.com/


暮しの中での困りごと、町の施策に対するご
意見・ご要望などお寄せください。みなさん
の声をカタチにできるよう取り組んでまいり
ます。

民生文教委員会視察

沼津市と清水町は12月4日新たなごみ中間処理施設
をめぐる協定を締結しました。
新しい施設は約2万5千平メートルの敷地に、1日210トン
を焼却できる焼却施設と、粗大ごみや資源ごみなどを1
日23トン処理できるリサイクル施設を建設するものです。
2025年1月に入札で施工業者を決め、2026年度に着工
し、2030年1月に稼働する計画。沼津市が資金を調達し、

設計と建設、維持管理まで一括発注する公設民営方式
を採用します。建設費と2030年1月から2050年3月まで
の運営管理費を合わせると500億1920万円になります。
協定では、沼津市と清水町の負担割合は、建設費の2
割を均等割にし、人口割4割、実績割4割となっています。 新中間処理施設完成予想図

兵庫県揖保郡太子町へ「地域生活支援拠点等事業」
について学んで来ました。

沼津市と新たなごみ中間処理施設をめぐる協定を締結

会派「絆の会」令和7年度予算要望を提出

清水町議会会派｢絆の会｣は町民が安全・安心に
暮らすことができるまちづくりを目指すため、議会
会派として尽力しております。

令和７年度予算編成及び今後の施策に関し、「絆
の会」が特に重要政策課題と感じている
１．防災・減災対策の強化
２．地域公共交通に関すること
３．教育環境の整備・拡充
について要望書を提出いたしました。

要望書全文はこちら →

あなたの声を
お聴かせください

奈良県磯城郡田原本町へ「たわらもと健幸ポイント
事業」について学んで来ました。
平成30年度から実施してきた「健康ポイント事業」
をリニューアルし、令和2年10月から「ヘルスケアプ
ロジェクト」を実施しています。

ヘルスケアプロジェクトは、大阪府高石市、福岡県
飯塚市、鳥取県湯梨浜町とともに連携して作成した
地域再生計画「飛び地型自治体連携による若者か
ら90歳代の後期高齢者のすべてが生きがいを持っ

て過ごせるための健幸まちづくり事業」をもとに、実
施しています。事業による一人当たりの医療費・介
護給付費の抑制効果は8.3万円と、参加者と非参
加者で差が出ており効果が実証されています。

障害のある方の高
齢化や重度化、親
亡き後を見据えて、
障害のある方が地
域で住み続けられ
るよう地域全体で支
えるため、自治体ご
とに構築されるサー
ビス提供体制です。


	スライド 1
	スライド 2

